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 いわちゃんポスト

 
 

さ
て
、
こ
の
９
月
よ
り
、
市
内
小
中

学
校
の
給
食
費
が
完
全
無
償
化
と
な
る
そ

う
で
す
ね
。

は
い
、
「
第
３
子
以
降
の
み
」
等
の

条
件
が
な
い
、
完
全
無
償
化
は
県
内

例

目
、
人
口

万
人
以
上
で
は
、
市
川
市
、
浦

安
市
に
次
い
で
、
県
内
３
例
目
と
な
り
ま

す
。
こ
ち
ら
も
、
市
財
政
力
が
強
化
さ
れ
た

こ
と
を
契
機
に
実
現
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
と
な
る

こ
と
の
他
、
給
食
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
も
聞
き
ま
し
た
。

は
い
、
学
校
給
食
法
の
定
め
に
よ

り
、
食
材
の
購
入
費
は
学
校
給
食
費
と
し
て

保
護
者
が
負
担
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
結

果
、
原
則
と
し
て
、
食
材
購
入
の
上
限
額
が

決
ま
っ
て
し
ま
い
、
食
材
価
格
が
高
騰
す
る

中
、
良
質
な
食
材
の
確
保
に
苦
労
を
強
い
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
給
食
費
無
償
化
に
よ
り
、

食
材
購
入
費
も
市
が
負
担
す
る
こ
と
で
、
食

材
購
入
上
限
額
が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。「
地
産
地
消
」
な
ど
良
質
な
食
材

が
使
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

1970 年生まれ 専大卒・早大院修了 4 期目現職（印西市・栄町選挙区） 

栄町安食台 2-26-23-202 fax0476-36-7802 mail@iwai-y.jp 

市長×県議 印西市政の未来を展望する 
印西市長 

いたくら正直 

千葉県議会議員 

岩井やすのり × 
 板倉正直・印西市長とは、地元

選出の県議会議員として交流を

重ねてきた。印西市の将来ビジ

ョンから地域内の道路問題に至

るまで、二人で交わした議論は

だ 

枚挙にいとまがないほどであ

る。今回は、印西市の評価の状況

と、市役所移転などの行政課題

への取組みについて、その考え

を明らかにする。 

緊急
対談

印
西
市
評
価
県
内
４
位 

ち
ば
ぎ
ん
総
研 

岩
井 
ち
ば
ぎ
ん
総
研
に
よ
る
県
内
市
町

村
の
調
査
結
果
を
拝
見
し
ま
し
た
。
印
西
市

の
総
合
評
価
は
、
浦
安
市
、
成
田
市
、
流
山

市
に
次
い
で
４
位
と
高
位
に
あ
り
ま
す
ね
。 

板
倉 

は
い
、
本
市
は
、
実
際
の
統
計
デ
ー

タ
で
あ
る
「
定
量
」
よ
り
、
満
足
度
指
数
と

も
言
え
る
「
定
性
」
が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。

こ
れ
は
、
市
民
に
好
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て

い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
ん
で
す
。 

岩
井 

同
報
告
書
は
印
西
市
に
つ
い
て
、

「
他
の
自
治
体
と
は
違
う
特
長
を
有
し
、
そ

れ
を
全
面
に
打
ち
出
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
た
結
果
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。 

板
倉 

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
は
、
様
々
な

面
で
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
点
で
引
き
続

き
重
要
で
す
。
現
状
に
甘
ん
じ
な
い
、
不
断

の
取
組
み
が
必
要
で
す
ね
。 

岩
井 

そ
の
財
政
力
強
化
を
背
景
に
、
市
役

所
移
転
に
着
手
す
る
考
え
と
聞
き
ま
し
た
。 

板
倉 

現
在
の
市
庁
舎
は
、
建
設
か
ら
す
で

に
50
年
近
く
が
経
過
し
、
老
朽
化
、
狭
あ
い

化
が
深
刻
で
す
。
地
理
的
に
市
中
心
部
か
ら

北
西
に
離
れ
た
場
所
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
も
課
題
で
、
市
役
所
を
北
総
線
駅
の
近
く

に
新
設
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

岩
井 

北
総
線
駅
と
い
う
と
、
具
体
的
に
は

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
や
印
西
牧
の

原
駅
の
周
辺
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
を
含
む
印
西
地
区
、
旧

印
旛
村
地
区
、
旧
本
埜
村
地
区
か
ら
の
利
便

性
が
良
く
な
る
こ
と
に
な
り
、
岩
井
と
し
て

も
妥
当
な
判
断
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一

方
、
木
下
、
大
森
地
区
に
は
多
く
の
市
民
が

暮
ら
し
て
お
り
、
行
政
機
能
の
低
下
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
が
？ 

板
倉 

そ
の
通
り
で
す
ね
。
同
地
区
に
支
所

を
設
置
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
り
、
本
庁
と
同
様
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
木
下
駅
前
に

ぎ
わ
い
広
場
を
活
用
し
な
が
ら
、
同
地
区
の

新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

９
月
よ
り
学
校
給
食
費 

完
全
無
償
化 

人
口
10
万
人
以
上
で
は
、
市
川
市
、
浦
安
市

に
次
い
で
、
県
内
３
例
目
と
な
り
ま
す
ね
。 

板
倉 

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
と
な
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
、
学
校
給
食
法
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
い
た
、
食
材
購
入
費
の
上
限
額

が
、
事
実
上
、
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
も
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
食
材
価
格
が
高
騰
す
る

中
、
良
質
な
食
材
の
確
保
に
苦
労
を
強
い
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、「
地
産

地
消
」
な
ど
良
質
な
食
材
が
使
い
や
す
く
な

る
と
い
う
わ
け
で
す
。 

岩
井 

給
食
費
完
全
無
償
化
は
、
人
口
減
が

続
く
市
町
の
、
移
住
定
住
政
策
の
一
環
と
し 

て
実
施
さ
れ
て
き
て
お
り
、
年
少
人
口
割
合

県
内
ト
ッ
プ
10
の
自
治
体
で
は
、
印
西
市

が
初
と
な
り
ま
す
。
子
ど
も
が
多
く
、
人
口

増
が
著
し
い
中
で
の
本
市
の
取
組
み
は
、
人

寄
せ
で
は
な
い
、
純
粋
な
子
育
て
支
援
策
で

あ
る
点
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

学
童
保
育 

長
期
休
み
の
給
食
実
現
を 

岩
井 

最
後
に
、
学
童
保
育
で
の
給
食
に
つ

い
て
提
案
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
放
課
後
や
長

期
休
み
中
に
子
ど
も
を
預
か
る
学
童
保
育

で
す
が
、
給
食
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夏

休
み
な
ど
の
長
期
休
み
中
は
、
家
庭
で
通
所

児
童
の
昼
食
を
用
意
す
る
必
要
が
生
じ
る

一
方
、
給
食
セ
ン
タ
ー
は
稼
働
が
停
止
し
て

い
ま
す
。
こ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
利

用
し
、
長
期
休
み
中
の
学
童
保
育
に
給
食
を

提
供
で
き
れ
ば
と
思
う
の
で
す
が
。 

板
倉 

市
内
の
共
働
き
世
帯
は
大
変
多
く

な
っ
て
お
り
、
学
童
保
育
に
は
２
千
名
も
の

児
童
が
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
家
庭
の

朝
は
特
に
忙
し
い
も
の
で
、
給
食
が
な
く
な

る
夏
休
み
な
ど
に
は
、
大
変
な
負
担
に
な
っ

て
い
る
こ
と
と
想
像
し
ま
す
。
学
童
保
育
の

給
食
実
現
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

岩
井 

こ
の
問
題
は
市
議
さ
ん
か
ら
指
摘

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
以
外
に
も
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
、
指
摘
、
要
望
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
地
元
県
議

と
し
て
、
市
と
連
携
し
た
取
組
み
を
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

総合
評価

子育
て

教育 医療 福祉
都市
基盤

住環
境

就業 観光
安全
安心

環境
文化

定
性 65.4 62.5 68.2 63.7 68.9 69.6 70.1 70.4 73.0 61.2 46.4

定
量 60.3 53.9 74.6 51.1 58.4 63.4 54.1 62.8 83.2 54.3 47.2

定
性 64.6 59.6 64.5 65.2 59.6 60.3 59.3 70.2 72.2 60.6 74.0

定
量 53.2 54.3 49.3 51.8 58.6 51.2 50.9 62.1 65.1 40.5 48.6

定
性 50.2 47.7 44.9 61.4 53.1 56.7 51.8 47.7 34.8 61.3 42.8

定
量 50.5 49.5 52.3 45.2 56.4 56.9 43.7 52.8 44.6 55.0 48.9

定
性 54.3 52.3 56.5 54.2 53.5 59.6 57.6 50.3 47.5 54.8 56.7

定
量 50.2 47.6 51.9 51.6 51.2 58.4 47.5 43.9 44.7 56.8 48.0

定
性 62.8 73.4 65.0 60.4 62.7 63.6 66.9 63.5 54.4 66.7 51.8

定
量 54.4 65.9 57.5 45.7 54.2 62.0 61.2 50.1 44.1 55.5 47.4

定
性 61.1 65.5 66.0 57.4 58.8 64.6 65.6 59.6 49.9 71.1 52.4

定
量 53.0 53.6 49.8 46.3 58.0 53.8 61.2 58.8 44.8 54.0 49.6

（株）ちばぎん総合研究所「数値でみる千葉県市町村の地方創生」（2022年）より

全体

62.8

58.9

50.4

52.2

58.6

57.0

浦
安
市

成
田
市

白
井
市

佐
倉
市

流
山
市

印
西
市

印
西
市
役
所 

北
総
線
駅
近
く
に
新
設 

岩
井 

と
こ
ろ
で
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
進
出

に
よ
り
、
市
の
財
政
力
が
大
き
く
向
上
し
ま

し
た
。
平
成
22
年
度
に
72
億
円
ほ
ど
だ
っ

た
、
市
の
固
定
資
産
税
収
は
、
今
後
200
億
円

に
ま
で
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
そ

う
で
す
ね
。 

板
倉 

は
い
。
加
え
て
言
う
な
ら
ば
、
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
は
、
施
設
内
の
サ
ー
バ
ー
機
器

が
５
～
６
年
で
更
新
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

た
め
、
県
内
屈
指
の
市
財
政
力
は
、
今
後
か

な
り
の
期
間
続
く
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。 

岩
井 

さ
て
、
こ
の
９
月
よ
り
、
小
中
学
校

給
食
費
の
完
全
無
償
化
が
始
ま
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
「
第
３
子
以
降
の
み
」
等
の
条

件
が
な
い
完
全
無
償
化
は
県
内
15
例
目
、 

mailto:mail@iwai-y.jp


                                        

                                      

                                        

                                        

                                        

 

見通しが悪く、死亡事故も発生している印西

市・竜腹寺５５４-１先交差点（以下、竜腹寺交差

点）。４月には、信号機が設置されない交差点と

して、NHK のニュース番組が取り上げ放送。交差

点先に計画される印西市道の開通が、問題解

決のカギを握ります。 

信号機未設置事例としてＮＨＫも取り上げ 竜腹寺交差点 

●信号機予算不足 年 300件の要望に新設 10基  

これまでも県議会にて取り上げてきた、竜

腹寺交差点の信号機問題。同交差点は、笠神、

中根地区など旧本埜村中心部の住民が多く利

用するところですが、市道側からの見通しが

悪い上、県道側はスピード超過車両も少なく

なく、車両の右左折時にヒヤッとさせられる

ことは日常茶飯事です。 

同交差点では、平成 22年の四輪車と歩行者

による死亡事故に続き、昨年１月にも四輪車

と二輪車が絡む死亡事故が発生。昨年３月に

は地元竜腹寺地区から信号機設置に関する要

望書が提出されたものの、未だ改善のめどは

立っていません。 

そもそも、信号機設置の遅れの背景となっ

ているのが県の信号機予算の不足。県警は、信

号機の維持管理の費用として毎年約 40億円を

投入していますが、これは県警の交通関連の

予算の４割を占め、他の予算を圧迫していま

す。結果、千葉県内で出される信号機の新設要

望が年間 300 件ある中で、新設されるのは年

間 10基程度にとどまっているのです。 

●マイナ保険証は「マイナンバー」を使わない  

さて、窓口での限度額以上の支払いが不

要となること、引越し等による保険証更新 

●ＮＨＫニュースでの取り上げ 追い風を期待  
そのような中、竜腹寺交差点の信号機問題

を取り上げたのは、ＮＨＫのニュース番組「首

都圏ネットワーク」。６年度県当初予算におい 

 

て信号機予算が減額されたことを受け、県内

の信号機未設置事例を追ううちに、死亡事故

が複数発生している同交差点に行きついたと

のこと。実は、県議会で繰り返し問題を取り上

げてきたとして、岩井も記者さんから取材を

受けるとともに、事情を知る地元地区長さん

等を紹介させてもらっています。今回のニュ

ース番組での取り上げが、問題解決の追い風

になることを期待してのことです。 

 ●市道竜腹寺線 印西市と連携して取り組む 

 さて、この竜腹寺交差点から、南側にある北

千葉道路へと市道竜腹寺線で結ぶ計画があり

ます。残る工事区間は 150 ㍍足らずで、用地

取得も終えている状況ですが、全長 100 ㍍超

の橋梁を設置する必要があり、完成のめどは

立っていません。 

 竜腹寺交差点の信号機設置は一刻も争う課

題と言えますが、警察当局は同市道の開通を

待って、整備したいとの意向が見え隠れして

います。引き続き、千葉県警による早期の信号

機設置を求めていくとともに、印西市と連携

を図り、市道竜腹寺線の全線開通についても

働きかけを行ってまいります。 

 

マイナ保険証への移行 問われる日本のデジタル化 
●マイナ保険証の利用率 わずか４.６％ 

今年 12月の現行保険証の廃止を控え、普

及促進が図られるマイナンバーカード保険

証（マイナ保険証）。２月の厚労省の報告に

よると、マイナンバーカード保有者 9168万

人のうち、保険証としての利用登録を完了

したのは 7143万人（全人口の 56.9％）。マ

イナ保険証の利用実績は 753万 3270件で、

利用率はわずか 4.6％です。今年 12月に現

行保険証の廃止が予定される中、利用率の

伸び悩みが顕著となっています。 

なお、現行保険証が廃止されても、今年

送られてくる新しい保険証は来年の利用期

限まで利用できるとのこと。マイナンバー

カードを持っていない人、マイナ保険証の

利用登録を行っていない人については、保

険者から送られてくる「資格確認書」で受

診できることとなっています。 

が不要となること等、マイナ保険証による

メリットはいくつか挙げられますが、個人

的には、医師に患者情報を正確に伝えられ

るところにあると思っています。 

お薬手帳に記載されない入院中の薬剤や

院内処方の薬剤を含め、他の医療機関や診

療科で処方された薬剤の情報に加え、これ

までの受診履歴や健診記録情報について

も、診察する医師に提供できるようになり

ます。 

一方、マイナンバーカードに記載されて

いるマイナンバー、ICチップから個人情報

漏洩の恐れがあるとの指摘は間違い。マイ

ナ保険証では IC チップの中の電子証明書

を使うため、マイナンバー（12ケタの数字）

は使われませんし、ICチップに受診歴や薬

剤情報等の個人情報が記録されることもあ

りません。そもそも、病院等の窓口でマイ

ナ保険証を渡すわけではないので、情報が

盗み見られるというリスクはまず考えられ

ません。 

 

 

●「アナログ日本」を変えなければならない  
そもそもですが、受診の際にお薬手帳を

持参し、処方薬情報をシールで貼付しても

らうというのは時代遅れが過ぎると思って

きました。コロナ禍にあって「アナログ日

本」が露呈し、対策に費用と時間がかさん

だことは記憶に新しいところ。社会のデジ

タル化、IT化の遅れが、わが国の競争力を

損なってきたことは論じるまでもなく、そ

ういう意味でも、マイナ保険証への移行は

果たしていかなければならないものと考え

ます。 
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